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従来の乱数生成器（RNG）はアルゴリズムを

使用して擬似乱数を生成するのに対し、本研究

では断熱量子磁束パラメトロン（Adiabatic 

Quantum-Flux-Parametron : AQFP）回路 [1] に

熱ゆらぎに起因する確率的挙動を導入するこ

とで、真性乱数の生成を実現する。特に本発表

では、2 つの AQFP-RNG を用いて複数の乱数

列を生成する多出力 RNG を実証する。 

Fig. 1 に示すように、多出力 RNG は、エン

トロピーソースである 2 つの AQFP-RNG と、

2 つの乱数列から複数の乱数列を生成する

XOR ゲートアレイで構成される。AQFP-RNG

は、出力“1”または“0”の確率を制御するた

めにオフセット入力電流が印加された AQFP

バッファチェーンである。2 つのAQFP-RNG に

よって生成される乱数列内及び乱数列間には

相関がないため、2 つの乱数列を各出力ポート

でタイミングをずらして XOR ゲートに入力す

ることで、複数の乱数列を生成できる。AIST 

10kA/cm2 Nb 高速標準プロセス（HSTP）[2] を

使用して多出力 RNG を設計および作製し、実

験により生成された乱数の質を評価した。作製

した 4 ビット RNG のチップ写真を Fig. 2 に示

す。実験結果や、評価結果から得られた設計の

優位性等については当日報告する。 
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Fig. 1 RNG の概略図 

 
Fig. 2 チップ写真 
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